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せ　り　を　た　く　さん摘んで　　　　　3月30日　広陵の田んぼ

合印ま近所のお友達とせり推み。風がちょっぴり冷たいけれど、賽の目ざしかとっても気持ちがいいわ。

この大きな袋にたくさんとって、夕飯はお母さんにおいしい「せりごほん」を作ってもらうの。

＊　　4　月　の　税　金　　＊

軽　自　動　車　税　（定　期）　　納期限　4月26日（月）まで

た　ば　こ　は　町　内　で　買　い　ま　し　ょ　う
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危険です　寝不足　積み過ぎ　飛ばし過ぎ
－昭和57年度交通安全スローガン－

献

血

あ

り

が

と

う

昭
和
紡
年
度
献
血
譲
葉
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様

方
多
数
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ます。
。
献
血
参
加
者
　
一
、
二
七
九
名

o
採
血
者
　
　
　
一
、
〇
八
九
名

o
採
血
率
　
　
　
　
八
五
・
一
％

禽
劉
香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
預
金
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
5
7
年
度
献
血
実
施
日

故
坂
本
　
鞍
様

（東和苑）

故
柴
田
シ
マ
ノ
様

（島津）

故
一
一
村
ナ
ミ
エ
様

（鬼津）

故
渡
辺
　
ハ
ル
様

（西町）

故
石
松
　
光
次
様

（上別府）

故
伊
瞭
∴
純
子
様

（新町）

坂
本
ユ
キ
コ
様

柴
田
　
貴
様

二
村
　
忠
吉
様

石
田
ハ
ツ
千
徳

石
松
　
敏
之
様

伊
藤
　
仁
史
様

青
年
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
開
催

遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
で

次
の
要
領
で
曹
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

∇
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
4
月
2
5
日
（
日
）

9
時
開
始

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
試
　
合
　
9
人
制
。
試
合
形
式
に
つ

い
て
は
出
場
チ
ー
ム
数
に
よ

り
決
定
。

▽
選
手
資
格
　
中
学
生
以
上
、
5
0
歳
末

灘

▽
参
加
申
込
み
　
別
府
　
宮
原
　
電
話

（
3
）
3
1
3
7
ま
た
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

短
詩
（
3
）
1
3
5
5

な
お
、
代
表
者
会
戦
、
抽
選
会
を

4
月
2
2
日
（
木
）
1
9
時
5
0
分
か
ら
中
央

公
民
館
で
行
な
い
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
請
求

血
液
は
造
る
こ
と
が
で
き
な
い

わ
た
し
た
ち
の
体
は
、
血
液
が
な
く

て
は
、
そ
の
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
、
人
工
的
に
血
液
を
作
り
出

せ
る
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
答
え
は

「
ノ
ー
」
で
す
。
手
術
や
治
癒
に
欠
か

せ
な
い
輸
血
用
血
液
の
す
べ
て
は
、
献

血
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
曹
芙
こ
そ
「
献
血
」
　
－
　
変
の

血
液
助
け
合
い
運
動
の
精
神
で
す
。

献
血
で
心
と
心
の
通
い
合
い
　
－
　
あ

な
た
の
血
液
が
、
病
人
の
心
に
生
命
の

灯
を
と
も
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
。

昭
和
兜
年
5
月
8
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
ろ
特
別

弔
慰
金
（
い
号
十
二
万
円
）
の
請
求
期

限
は
、
昭
和
新
年
5
月
1
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
こ
の
特
別
弔
慰
金

の
詰
求
を
さ
れ
て
な
い
人
は
、
早
急
に

請
求
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

一
、
支
給
対
象
者

の
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受

飴
権
者
が
昭
和
即
年
－
月
1
日
か

ら
昭
和
5
4
年
3
月
3
1
日
の
間
に
失

権
し
た
戦
没
者
の
遁
族
（
三
親
等

内
の
親
族
）

の
圃
和
5
4
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
の
受
給
権
者
が
い
な
い

旧
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文
官
等
の

遺
族

遠
賀
中
間
地
区

老
人
大
学
諭
座

受
諾
者
募
集

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
創
造
す
る
た

め
に
、
遠
賀
申
同
地
区
老
人
大
学
離
座

が
毎
年
開
殺
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昭

和
5
7
年
度
も
次
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
ま

す。
受
難
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
遠
賀
町

教
育
委
員
会
に
申
込
蕊
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
日
に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
場
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

∇
開
設
期
間
　
5
月
下
旬
か
ら
Ⅱ
月
中

旬
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
。

（
合
計
約
回
以
上
）

▽
募
集
対
象
　
遠
賀
郡
、
中
間
市
在
住

の
0
0
載
以
上
の
人
（
昭
和
5
7

年
5
月
2
6
日
現
在
）

▽
城
楽
人
貝
　
絶
間
人
（
新
規
受
講
を

優
先
し
ま
す
。
）

▽
学
習
内
容

①
教
饗
コ
ー
ス
　
1
0
鴨
∵
（
1
2
時

⑤
選
択
コ
ー
ス
　
1
3
時
～
1
5
時

ア
、
園
芸
コ
ー
ス
　
（
約
4
0
名
）

ィ
、
密
通
コ
ー
ス
　
（
約
0
0
名
）

ウ
、
俳
句
コ
ー
ス
　
（
約
0
0
名
）

▽
申
込
締
切
　
5
月
1
日
（
土
）

∇
申
込
場
所
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
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他市町村からの転籍は

戸籍謄本を添えて

教教　数教数数教教敏枝
諭諭諭動詞言論諭諭諭長

教数枚転日数教　敏枝転
諭翰長大議論　頭長出演

高　毛行林重松　木

目端部簑

「暮らしの行政相談」を今回から12回にわたって連鼓します。

本
籍
を
移
し
た
い
が
…

＜問＞

3
年
前
に
、
他
の
市

か
ら
当
地
へ
引
っ
鵡
し

す
。
他
の
市
町
村
か
ら
転
籍
す
る
場

合
は
、
戸
籍
謄
本
を
二
道
添
え
て
く

だ
さ
い
。
転
籍
届
は
、
戸
鰭
の
筆
頭
者
と
そ

の
配
偶
者
が
、
本
籍
地
か
、
居
住
地

ま
た
は
本
籍
を
移
そ
う
と
思
っ
て
い

る
揚
所
の
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
す

る
も
の
で
す
。
な
お
、
転
籍
届
を
す
る

と
、
同
じ
声
籍
の
中
に
あ
る
人
、
例
え

ば
夫
婦
と
子
供
二
人
の
家
族
で
あ
れ

（
失
隊
宣
告
）
。
尖
塔
が
確
定
し
た
ら

1
0
日
以
内
に
届
け
を
出
し
ま
す
。
届

け
先
は
、
失
隊
者
の
本
籍
地
ま
た
は

届
出
人
の
居
住
地
の
市
町
村
長
で
す

★
入
籍
展
　
父
ま
た
は
母
の
氏
（
名

字
）
と
異
な
る
氏
を
持
つ
子
が
、
氏
を

変
更
す
る
と
き
に
出
す
届
け
で
す
。

蓋
冨
争
藍
を
要
望
量
争
豊
蒜
を
藍
寮
を
藍
志
を
監
斉
を
索

鵬
遠
賀
町
小
中
学
校
教
職
員
の
異
動
翻

意
電
卓
善
意
重
宝
焉
薫
蓋
毒
せ
豊
誌
亭
慧
薫
重
電
議
事
嘗

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
本
籍
地
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
戸
籍
抄
本
な
ど

が
必
要
な
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
、
振

り
寄
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
4

月
、
長
男
が
小
学
校
に
入
学
す
る
の

を
機
会
に
、
本
籍
を
現
住
所
に
移
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
手

続
き
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

本
籍
地
を
移
す
と
き

は
、
転
籍
届
を
出
し
ま

ば
、
四
人
の
本
籍
が
一
緒

に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す

声
箱
は
、
日
本
国
民
で

あ
る
と
い
う
証
明
を
す
る

も
の
で
す
が
、
同
時
に
親

族
関
係
を
公
に
す
る
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
家
族

関
係
に
何
か
の
変
化
が
起

こ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨

を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず

市
町
村
で
は
、
届
け
出
や

報
告
な
ど
に
応
じ
て
事
務

上
の
手
続
き
を
行
い
ま
す

戸
籍
法
に
定
め
ら
れ
て

い
ろ
届
け
出
が
必
要
な
蒋
項
に
は
、

子
供
が
生
ま
れ
た
時
に
出
す
出
生
届

や
、
婚
姻
届
、
触
婚
屈
、
死
亡
届
な

ど
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

事
実
掠
（
し
っ
そ
う
）
届
　
7
年
間
そ

の
生
死
が
不
明
は
人
に
つ
い
て
は
、

家
庭
裁
判
所
に
請
求
す
れ
ば
失
露

を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
掲
合
は
、
新
た
に
名
の
ろ
う
と

す
る
父
ま
た
は
母
の
氏
名
と
本
籍
を

龍
城
し
た
届
け
蕾
に
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
書
を
添
え
て
届
け
ま
す
。

届
け
先
は
、
子
の
本
籍
蝕
ま
た

は
居
住
地
の
市
町
村
長
で
す
。

★
響
子
練
組
届
　
糞
子
縁
組
に
必

要
な
届
け
で
、
輩
親
か
養
子
の
本

籍
地
ま
た
は
居
住
地
の
市
町
村
長

に
提
出
し
ま
す
。
な
お
、
届
け
密

に
は
二
人
以
上
の
証
人
の
署
名
と

押
印
が
必
要
で
す
。

★
妻
子
離
縁
屠
　
護
親
と
迷
子
が

二
人
以
上
の
証
人
の
署
名
、
押
印

を
得
た
上
で
届
け
出
ま
す
。
裁
判

に
よ
る
場
合
は
、
裁
判
を
求
め
た

者
が
判
決
の
謄
本
を
添
え
て
十
日

以
内
に
届
け
出
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
戸
籍
法
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
ろ
届
け
出
が
必
要
な
割

項
に
は
、
要
以
外
の
女
性
と
の
間
に

生
ま
れ
た
子
を
自
分
の
子
と
認
め
ろ

と
き
に
出
す
認
知
届
、
親
の
戸
籍
か

ら
分
か
れ
て
新
戸
籍
を
作
る
と
き
に

出
す
分
籍
屈
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

遠
賀
中
学
校

転
出職
名
　
氏
名
　
転
出
先
（
退
職
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長
　
渡
辺
着
造
　
　
芦
屋
中
校
長

教
頭
（
学
校
付
）
　
　
岡
垣
中
教
頭

野
上
愚
行

教
諭
　
佐
多
文
雄
　
水
巻
南
中
教
頭

教
諭
　
森
本
義
子
　
水
巻
申

教
諭
　
平
井
明
宏
　
　
行
橋
申

教
諭
　
太
田
　
孝
　
　
退
職

教
諭
　
猪
ノ
ロ
純
子
　
退
職

語
入職
名
　
氏
名
　
前
任
校
（
新
任
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

噛
松
蕾
志
男

井
上
弘
行

佐
野
一
葉

村
上
宏
美

麻
生
徳
子

井
上
明
美

鈴
木
完
治

御
領
奈
保
子

佐
々
木
登
美

佐
藤
正
男

島
門
小
校
長

前
原
申

牢
固
山
中

老
司
中

馬
栖
中

新
任
新
任
新
任
新
任
新
任

島
田
小
学
校

転
出
校
長
　
時
松
蓉
志
男

養
護
教
諭
　
石
松
和
子

転
入
校
長
　
岡
　
　
殴

教
諭
　
撼
本
茂
子

教
諭
　
須
釜
綾
子

護
護
教
諭
　
木
松
明
美

広
渡
小
学
校

振
出
教
諭
　
小
田
順
子

餐
護
教
諭
　
林
奈
津
美

転
入
教
諭
　
鷲
尾
操
子

餐
護
教
諭
　
定
野
嬉
子

新
入
学
（
園
）
児
の

交

通

事

故

を
　
防
　
ご
　
う

遠
賀
再
校
長

山
庭
中

伊
左
庭
中
校
長

薄
日
南
中

中
村
小
新
任

頃
末
小
机
小

仲
原
小
新
任

退
職
置
屋
東
小
教
頭

戸
切
小

首
月
小

吉
木
小
校
長

新
任
新
任

一

驚

＝

仇

川

U

u

i

i

l

－
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西撤低型の天姻＿。諒等引…i吉富。天気図を読もう最終恒上平 　の複とた高に∴たや本 　だ雑い。・な∴め低付 　　と予報用語罵 　　）、罵 

「：喜一詳言「： の中揚偏移。が近気天のり配く太が気が配次が同が∵高かれしじ 喪心合つ動目続に圧で季’置o平吹圧あ婿の知じそ東のたよも 

に一時とがに∴たの一　い雨「い　るあ天が翻 弼棚子牛罵柔二講名書諦i孟薗薫罵予約醐2脚の揚劫予醐 

かすで凄，に∴な分そろで気言伝な翌i。かの全く毒手高市斎＝（平的） 　　9I21518尊 　　書リー時雨 　　9i21518鴫 

だいじ　ょ　うぶ　　でも　も　う一度　　右左
一一昭和57年度　交通安全スローガン－

行
政
区
の
新
設

「
芙
蓉
区
」

4
月
l
B
か
ら
遠
賀
芙
蓉
団
地
が
出

生
津
区
か
ら
独
立
し
て
「
芙
蓉
区
」
と

な
り
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

会
　
員
　
募
　
集

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
－
1
6
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
会
員
数
　
釦
名

▽
募
集
人
員
　
約
1
0
名

▽
会
∴
饗
　
月
五
百
円

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
内
　
川
崎

笹
話
（
3
）
1
3
5
5



第288号塵㊧筋の彿（5）

お目ぶない　よ　車が見えない　ま　が　り　か　ど
－昭和57年度　交通安全スローガン－

「　「「1日梅
　
ケ
　
枝
　
の
　
謎

文
化
十
二
年
と
い
え
ば
今
か
ら
百
六
十
余
年
も
前
の

お
話
で
す
。

商
家
の
里
に
窮
七
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
ふ
と
思
い
つ
い
て
家
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま

した。こ
こ
の
天
満
宮
は
腰
掛
天
神
様
と
よ
ば
れ
て
、
遠
賀

界
わ
い
で
は
有
名
な
お
宮
で
し
た
。
幸
い
そ
の
お
宮
の

玉
垣
に
近
く
、
少
し
ば
か
り
の
平
地
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
こ
を
選
ん
で
、
ひ
と
り
コ
ツ
コ
ツ
と
仕
事
に
か
か
り

ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
地
を
均
し
て
、
地
づ
き
を
し
土
を
固

め
、
桂
の
根
に
す
る
石
を
並
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
自
分
の
山
か
ら
切
り
出
し
た
木
材
を
使
っ

て
、
柱
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
の
材
料
を
切
り
組
み
ま
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
に
数
日
を
質
し
て
、
い
よ
い
よ
棟
上

げ
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

柱
を
立
て
、
さ
て
棟
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
空
を
見
る

こ
の
ま
ま
で
は
棟
上
げ
が
出
来
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ま
で
梅
の
枝
が
出
て
い
る
こ
と
な
ど
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
て
沢
山
の

啓
ま
で
付
け
た
梅
の
枝
を
見
る
と
、
困
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
一
日
中
仕
事
に
な
ら
ず
、
ど
う
考
え
て
も
仕
方
な
く
引
き
あ
げ
た
の
で
す

か
、
翌
る
日
も
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
見
ま
し
た
が
、
翌
る
日
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
瞬
考
え
た
こ
と
は
、
も
う
こ
う
な
れ
ば
梅
の
枝
を
伐
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
の
で
、

と
、
一
本
の
梅
の
枝
が
ニ
ョ
キ
一
一
ヨ
キ
と
そ
の
折
の
と
こ
ろ
に
出
っ
張
っ
て
い
て
、

そ
う
決
め
て
し
ま
っ
て
、
翌
日
は
、
そ
の
梅
の
枝
を
伐

る
つ
も
り
で
男
刀
を
用
慈
し
て
出
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
家
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
梅
の
枝
が

昨
日
と
は
通
っ
た
反
対
の
方
向
に
向
い
て
、
英
白
く
咲

き
は
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
こ
の
梅
は
擬
木
と
し
て
、
永
く
天
満
宙
の

神
苑
に
春
を
告
げ
た
の
で
し
た
。

（
間
谷
　
高
）

「
遠
賀
町
文
学
散
歩
」
に
か
わ
っ
て
今
回
か
ら
一
年
間
の
予

定
で
、
遠
質
町
内
の
民
話
「
い
い
つ
た
え
　
き
き
つ
た
え
」
を

掲
城
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
は
、
上
別
府
窟
家
天
満
宮
に
ま
つ
わ
る
語
で
す
。

執
筆
者
は
、
町
内
在
住
の
作
家
、
間
谷
　
高
氏
で
す
。

さ
し
絵
の
版
両
は
、
先
月
北
九
州
市
落
松
区
に
完
成
し
た
緑

の
歩
道
「
え
び
す
通
り
」
の
タ
イ
ル
版
廟
の
作
者
、
片
山
正
信

氏
で
す
。



第288号　　　　　　　　　　　　　　復田西の彿（6）

（腰痛を起こしたとき〉
l

川をきれいに　4　月　は河川美化月　間です

脚
隅
鰹
衝
衛
山
笠
の
網
目
謬

乳
　
児
　
相
　
談

⑱
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
∴
容

▽
科
∴
金

4
月
1
9
日
（
月
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

吾
の
予
防
接
種

予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛

生
係
に
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
意

笹
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
患
牲
灰
白
髄
炎
）

▽
接
通
日
　
5
月
6
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分
～

∇
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
。
J
）
・
4
8
カ
月
児

▽
撲
謹
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
授
与

昭
和
討
年
度
食
生
活

改
善
推
進
教
室
受
講
者

の
募
集

▽
開
講
場
所
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

▽
閑
談
目
　
　
5
7
年
5
月
～
5
8
年
3
月

ま
で
、
毎
月
1
回

▽
受
講
料
　
　
無
料

▽
定
　
員
　
　
1
0
名

▽
申
込
方
法
　
希
望
さ
れ
る
人
は
役
場

保
健
衛
生
係
ま
で
申
込

み
下
さ
い
。
（
暗
譜
で
も

可
）
希
望
者
多
数
の
場
合

は
、
こ
ち
ら
で
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

国
　
腰
痛
を
訴
え
る
人

が
ふ
え
て

い
ま
す
。

病
状
に
も

よ
り
ま
す

が
、
す
ぐ
薬
に
頼
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
ま
ず
背
す
じ
を
の
は
す

な
ど
し
て
、
適
度
な
運
動
を
心
か

け
ま
し
ょ
う
。

串
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
お

か
げ
で
、
足
腰
を
使
う
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
上
に
、
背
を
丸
め
て

の
競
蜜
、
長
時
間
の
マ
ー
ジ
ャ
ン

や
テ
レ
ビ
観
貰
、
そ
れ
に
便
利
づ

く
め
の
オ
フ
ィ
ス
零
落
作
菜
　
－

わ
た
し
た
ち
現
代
人
の
顕
に
と
っ

て
は
通
勤
不
足
と
い
う
不
健
康
な

〝
環
境
〟
に
お
か
れ
て
い
る
と
い

▽
申
込
締
切

▽
そ
の
他

昭
和
甜
年
4
月
紬
日

静
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
の
人
は
申
し
出
て
下
さ
い
。

▽
届
出
先
　
大
飯
町
役
場
保
健
衛
生
課

寓
話
0
7
1
0
1
（
1
）

⑫
所
在
地

▽
名
　
称

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

o
所
在
地

▽
名
　
称

福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
大

字
三
雲
字
原
1
0
7
5

三
雲
共
同
怒
地

前
原
町
役
場
保
健
衛
生
課

電
話
0
9
2
0
2
（
3
）

昭
和
5
7
年
4
月
約
日

福
井
県
大
飯
郡
大
飯
町
本

郷
第
1
4
6
号
1
0
番
の
l

本
郷
共
同
怒
地

▽
届
出
期
限

⑱
所
在
地

と
名
称

▽
屈
出
先

昭
和
5
7
年
5
月
7
日

兵
庫
県
三
田
市
下
内
相

①
字
駒
ケ
谷
3
2
2
番
地

山
田
基
地
　
②
字
岡
田
8

7
番
地
の
2
　
平
田
基
地

⑪
字
岡
田
8
1
番
地
　
白

井
墓
地

三
田
市
役
所
生
活
民
生
部

生
活
環
墳
諜
　
密
語
0
1

9

5

6

（

3

）

4

4

8

1

▽
届
出
期
限
　
昭
和
新
年
5
月
3
1
日

⑬
所
在
地
∴
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
南

川
原
宇
宙
川
原
　
2
0
0
の
4
　
4

9
6
の
3
　
5
0
2
の
1
地
先
　
5

3
4
の
4
　
5
4
4
地
先
　
5
5
6

地
先
　
5
8
2
地
先
　
6
0
5
の
1

地
先
　
6
3
3
の
1
地
先
　
6
9
5

の
2

▽
届
出
先
　
石
井
町
役
場
同
和
対
策
室

暗
譜
0
8
8
6
7
（
4
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
5
月
2
0
日

∧
せ
き
柱
は
ウ
ィ
ー
ク
・

ポ
イ
ン
ト
∨

頓
は
、
体
の
械
道
上
疲
れ

や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
せ
き

柱
、
つ
ま
り
背
骨
は
わ
た
し

た
ち
の
体
を
支
え
る
車
軸
と

な
る
骨
格
で
、
重
い
頭
や
胴

を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背

骨
の
土
台
が
骨
盤
で
あ
り
頓

な
の
で
す
。

一
般
に
よ
く
起
き
ろ
腰
痛

は
、
肥
満
や
妊
娠
な
ど
に
よ

る
急
激
な
体
重
の
増
加
、
外

え
る
で
し
ょ
う
。

軽
い
痛
み
な
ら
首
す
じ
、

背
す
じ
を
の
ほ
し
、
両
手
を

大
き
く
振
っ
て
ど
ん
ど
ん
歩

き
ま
し
ょ
う
。
イ
ス
に
は
深

く
顕
か
け
、
ま
っ
す
く
背
す

じ
を
の
は
し
ま
す
。

∧
痛
み
が
ひ
ど
い
時
は
∨

腰
痛
の
原
因
は
無
数
に
あ

り
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
が

つ
か
め
な
い
場
合
が
多
い
と

い
え
ま
す
。
外
傷
や
内
臓
、

神
経
の
病
気
に
よ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
疑
い
が
あ

傷
あ
る
い
は
不
自
然
な
姿
勢
を
長

く
と
り
続
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
も

と
も
と
鮮
道
上
さ
ほ
ど
丈
夫
で
な

い
背
骨
を
支
え
て
い
ろ
軟
骨
や
じ

ん
帯
、
筋
肉
に
無
理
な
負
担
が
か

か
り
、
頓
が
痛
く
な
る
の
で
す
。

∧
増
す
じ
を
の
は
す
姿
勢
が
大

切∨

る
場
合
は
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
毀
れ
が
ひ
ど
く
て
揃
い
場
合
は

安
静
に
し
て
捜
る
こ
と
で
す
。
頓

が
深
く
落
ち
込
む
よ
う
な
ベ
ッ
ド

や
布
団
は
避
け
、
寝
具
は
固
め
を

選
び
ま
し
ょ
う
。



（7）公⑬西勉彿　　　　　　　　　　　　　　　第288号

新町（広渡1807番地の2）

山口　智司くん

（親子さんの鰯）
昭和56年4月16日生

とにかく、じっとしてい

るのかにがての我家の豆台

風。テーブルの物は、かた
っはしからひっぼり落とす

し、引出しの中はかきまわ

広漠1679番地の1
か∴な∴C

入江蚕業子ちゃん

（藍さんの敗）
昭和56年4月17日生

菜の花の香るころ生まれ
た番葉子。お兄ちゃんにい

じめられることにもなれて

元気に遊ぶ毎日。
パパとママは、明るく心

のやさしい人に育ってほし　すして、困ってばかりの毎

いと願っています。　　　　臼です。

罵落　馬蒜　　　／
象
者　所

㊥
期

3月31日一歳六カ月児検珍

お出か（ブは　　ひ　と　声かけて　　カ　ギかけて

3

歳

児

検

診

（
検
珍
は
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
）

予

防

接

種

メ

モ

臼
　
4
月
0
0
日
（
金
）

間
　
受
付
　
1
3
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館

満
3
歳
を
越
え
、
潤
4
歳

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
「
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

官
製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏

名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日

・
総
譜
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀
町

復
縁
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係

」
宛
お
出
し
下
さ
い
。

妊
　
婦
　
相
　
談

対
象
は
一
議
末
湖
の
赤
ち
ゃ
ん
で

応
募
さ
れ
た
は
が
き
か
ら
毎
回
2
名

づ
つ
掲
鍼
し
ま
す
。

写
真
は
後
日
、
撮
影
に
伺
い
ま
す

掲
峨
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
写
実

や
印
刷
使
用
し
た
顔
凸
版
、
掲
載
し

た
広
報
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

日
　
4
月
2
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

も
く
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

に
選
し
な
い
幼
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
料
　
金
　
無
料

野
犬
の
薬
殺
を

行
な
い
ま
す輔

蕾
え
さ
に
よ
る
野
犬
の
薬
殺
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
誌
え
さ
の
設
筒
場
所
に

は
赤
坂
を
立
て
ま
す
の
で
、
現
在
飼
っ

て
お
ら
れ
る
愛
玩
動
物
は
、
絶
対
に
近

づ
け
な
い
で
下
さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
4
月
2
0
日
～
5
月
2
0
日

「
は
い
」
健
康
で
す

3
月
0
0
日
、
昭
和
粥
年
度
4
回
目
の

一
歳
六
カ
月
児
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
身
体
の
発
育
、
滴
柏

発
達
の
面
か
ら
、
歩
行
や
言
語
等
の
発

達
の
様
式
が
容
易
に
得
ら
れ
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
検
診
で
す
。

次
回
広
報
に
昨
年
度
の
結
果
を
掲
臓

し
ま
す
。



第288号　　　　　　　　　　　　　　　℡⑱筋の餅（8）

4月下期の遠賀町主要行事

日 �瞳i毎∴菖内容1時　間i実施会場 ���担当課名I日的及び主な対象等　再考 

19 �車　児　相　談巨0－10：車軸艦 ���住　民　課 �生後0－6カ月児　犀ジ 

4／20－5／20　　野　犬　薬　殺 ���町内全域 �住民課i赤族を立てますo ��i詳細は 7ページ 

21 �水 �費大義レ盲‾蒜大会中一　世公民館 ��社会教育課 �各地区体育部長　i 
軟式野球大会監事19：30－I中央公民館 ��社会教育課i各地区醗　i 

23 �金i心配ごと相中00－16車離別蝕 ���福祉課懐離鶉藩l 

25 �日i擬年男子バレー十9：30－1醗勢－ ���社会教嗣車在住30踊男子i 

30 �金13歳児検診車－14事典公瑚 ���住民課中一4歳未満児 ��詳細は i7ページ 

▽　▽　▽　▽　▽

串　鮪　定　揚　持
込　切
先　日　貴　所　間

＿＿＿田」⊥＿

町

道

正

広

線

第　三　日　曜　日　は

第
1
0
回
町
民
走
ろ
う
大
会
一
位
は
9
・

3
月
1
4
日
（
目
）
、
遠
賀
町
体
育
協

会
・
遠
賀
町
教
育
委
員
会
主
催
で
町
民

走
ろ
う
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
約
4
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大

な
大
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
各
部
門
と
も

第
1
位
の
み
。
）

⑰
男
　
子

○
小
学
生
1
・
2
年
（
2
キ
ロ
）

勝
島
　
頓
（
東
町
）

○
小
学
生
3
・
4
年
（
2
キ
ロ
）

中
西
章
二
（
旧
任
）

○
小
学
生
5
・
6
年
（
2
キ
ロ
）

城
崎
知
至
（
上
別
府
）

○
中
学
生
（
5
キ
ロ
）

柴
田
潜
幸
（
木
守
）
1
1
7
分
4
6
秒

○
中
卒
～
1
9
歳
（
5
キ
ロ
）

木
村
和
幸
（
遠
賀
高
校
）
－
1
9
分

3
1
秒

0
2
0
－
紛
議
（
5
キ
ロ
）

久
保
徳
広
（
連
衡
高
校
教
員
）

1
7
分
0
0
秒

○
0
0
薗
「
3
9
歳
（
2
キ
ロ
）

輸
橋
突
刺
（
松
ノ
本
）
6
分
1
8
秒

0
4
0
歳
～
4
9
歳
（
2
キ
ロ
）

毛
利
義
夫
（
浅
木
）
1
1
分
0
2
秒

㊥
女
子
（
全
員
2
キ
ロ
）

○
小
学
生
1
・
2
年

佐
藤
光
実
（
浅
木
）
－
8
分
5
0
秒

（大会新）

○
小
学
生
3
・
4
年

筋
田
栄
子
（
上
別
府
）
8
分
1
7
秒

○
小
学
生
5
・
6
年

井
口
香
（
遠
賀
川
）
8
分
3
4
秒

○
中
学
生
　
浜
村
孝
子
（
東
和
苑
）

○
中
卒
～
1
9
駿
　
確
聞
麻
紀
（
別
府
）

○
5
0
議
～
3
9
歳
　
三
原
静
江
（
鬼
津
）

0
4
0
歳
～
幼
徳
　
田
坂
三
恵
子
（
新
町
）

㊥
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス

遠
藤
辰
信
（
中
央
）

1
分
4
7
秒
（
差
1
3
秒
）

今
大
会
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
不
手

際
の
た
め
に
一
部
の
記
録
し
か
で
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
紙
上
を
借
り
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

洋
裁
教
室
生
募
集

中
央
公
民
館
で
は
、
次
の
と
お
り
洋

裁
教
室
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
申
込
み

多
数
の
場
合
は
、
締
切
後
抽
せ
ん
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▽
開
設
日
　
4
月
2
4
日
（
土
）
か
ら
毎

週
土
曜
日
1
2
回
コ
ー
ス

1
3
時
～
1
6
時

中
央
公
民
館

2
0
名
4
月
2
0
日
（
火
）
ま
で

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宿
話
（
3
）
1
3
5
5

案
内
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
み

締
切
後
個
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

新
町
駐
車
場
月
極
利
用
申
込
み
を

受
付
け
て
　
い
ま
す

新
町
駐
車
場
新
穀
D
駐
車
場
の
月

極
利
用
申
込
み
の
受
付
け
と
利
用
契

約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
御
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
持

参
し
車
両
番
号
を
確
認
の
上
、
役
場

財
務
課
窓
口
へ
お
い
で
下
さ
い
。

▽
月
極
使
用
料
　
二
千
円

（
契
約
期
間
は
5
0
年
3
月
3
1
日
ま

で）

▽
満
車
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
全
7
3
区
画
）

すで」日の店家「




